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問２ 業務委託契約従事者を活用する理由（複数回答） 

 

「専門的業務に対応するため」との回答が 6 割（59.4％）で最も多い。次い

で「即戦力・能力のある人材を確保するため」が 4 割（40.3％）、「人件費の節

約のため」が 3割弱（28.0％）で続く。 

職種別にみると、『情報処理技術』では「即戦力・能力のある人材を確保する

ため」「正社員が確保できないから」の割合が全体より高い。『運送』では「臨

時・季節的業務量の変化に対応するため」「経営状況に応じて雇用量を調整する

ため」「社会保険等の手続きが不要であるため」の割合が高くなっている。『講

師・インストラクター』では「専門的業務に対応するため」「1 日、週の中の仕

事の繁閑に対応するため」の割合が高くなっている。 

 

 

 

問２　業務委託契約従事者を活用する理由（○はいくつでも）
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ＴＯＴＡＬ0 59.4 40.3 28.0 17.5 16.9 15.7 14.5 10.2 9.5 7.4 6.8 2.2 0.6 0.6 15.7 0.9

■営業・販売1 48.4 42.9 30.8 2.2 16.5 12.1 13.2 8.8 5.5 6.6 4.4 1.1 1.1 0.0 23.1 2.2

■情報処理技術2 67.2 59.4 28.1 18.8 20.3 7.8 21.9 21.9 4.7 1.6 4.7 7.8 0.0 3.1 18.8 0.0

■運送3 43.3 36.7 30.0 30.0 33.3 23.3 26.7 16.7 16.7 30.0 6.7 3.3 0.0 0.0 6.7 0.0

■講師・インストラクター4 87.0 34.8 26.1 21.7 13.0 26.1 8.7 0.0 13.0 4.3 4.3 0.0 4.3 0.0 13.0 0.0

■理・美容5 52.6 21.1 10.5 5.3 5.3 21.1 10.5 10.5 0.0 10.5 0.0 0.0 0.0 0.0 31.6 5.3

■その他職種6 64.3 31.6 28.6 28.6 13.3 18.4 9.2 4.1 15.3 5.1 12.2 0.0 0.0 0.0 7.1 0.0

□労働者性（高）7 67.2 46.6 21.6 11.2 15.5 6.9 15.5 14.7 7.8 4.3 3.4 2.6 0.9 0.9 14.7 0.0

□労働者性（低）8 55.0 36.8 31.6 21.1 17.7 20.6 13.9 7.7 10.5 9.1 8.6 1.9 0.5 0.5 16.3 1.4
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